
被災地での活動を膳る高痢4俘医一剣砥で
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ＡＭＤＡ医師……ら講演

　
県
立
大
大
学
院
の
公
開
講

座
「
災
害
セ
ミ
ナ
土
が
1
7

曰
、
北
区
奉
還
町
２
の
岡
山

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地

で
救
援
活
動
を
展
開
し
た
国

際
医
療
救
援
団
体
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

△
　
（
本
部
・
北
区
）
の
医

被
災
地
の
医
療
機
関
が
再
開

さ
れ
た
４
月
2
0
目
ま
で
緊
急

医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
。
今
夏

は
地
元
医
療
機
関
支
援
の
た

め
看
護
師
ら
を
被
災
地
に
派

遣
し
て
い
る
。

　
講
演
者
の
１
人
で
医
師
の

高
岡
邦
子
さ
ん
は
、
震
災
後

県
立
大
大
学
院
災
害
セ
ミ
ナ
ー

師
ら
が
講
演
し
た
。
約
8
0
入
１
週
聞
か
ら
岩
手
県
大
槌
町

が
参
加
し
、
被
災
者
支
援
の
に
滞
在
。
「
当
時
は
薬
が
不

あ
り
方
を
考
え
た
。
　
　
　
　
足
し
て
お
り
、
糖
尿
病
な
ど

　
同
大
大
学
院
保
健
福
祉
学
を
患
う
人
の
受
診
が
殺
到
し

研
究
科
の
授
業
「
災
害
医
療
た
。
多
い
日
は
１
日
２
０
０

援
助
持
論
」
の
一
環
で
、
毎
人
に
も
な
っ
た
」
と
振
り
返

年
Ｉ
回
聞
か
れ
て
お
り
、
今
　
っ
た
。

年
で
８
回
回
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
　
　
支
援
物
資
が
安
定
し
、
仮

震
災
翌
日
の
３
月
1
2
日
か
ら
設
住
宅
へ
の
入
居
が
始
ま
っ

た
後
は
、
入
居
し
た
被
災
者

を
回
り
な
が
ら
、
積
極
的
に

対
話
す
る
こ
と
を
心
掛
け

た
。
「
避
難
所
か
ら
仮
設

住
宅
に
移
る
と
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
確
保
さ
れ
る
が
、
周

囲
の
人
と
話
す
機
会
が
少

な
く
な
り
、
孤
独
に
陥
っ
て

し
ま
う
」
と
考
え
た
か
ら
だ

と
い
う
。

　
高
岡
さ
ん
は
、
時
間
と
と

も
に
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
が
変

化
し
て
い
く
こ
と
を
強
調
。

　
「
常
に
相
手
の
痛
み
を
理

解
し
、
寄
り
添
う
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
柔
軟

に
対
応
す
る
重
要
性
を
訴
え

た
。
同
大
大
学
院
１
年
の

延
原
あ
ゆ
み
さ
ん
（
2
3
）
は

　
「
被
災
地
の
町
並
み
な
ど
、

外
観
だ
け
を
意
識
す
る
の

で
は
な
く
、
被
災
者
の
内
面

を
長
期
的
に
支
え
て
い
く

必
要
性
を
感
じ
た
」
と
話
し

た
。
　
　
　
　
　
【
原
田
悠
自
一
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